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▲ハイブリッド手術室

▼最先端分析装置を使った分析風景

臨床研究中核病院に選定された岡山大学病院

▲完成した総合診療棟
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岡山大学病院が
「臨床研究中核病院」に決定

厚生労働省の臨床研究中核病院整備事業

岡
山
大
学
病
院
は
４
月
19
日
、
厚

生
労
働
省
の
臨
床
研
究
中
核
病
院
整

備
事
業
の
対
象
機
関
に
選
定
さ
れ

た
。
本
事
業
は
日
本
発
の
革
新
的
な

医
薬
品
や
医
療
機
器
の
創
出
な
ど
を

目
的
に
、
国
際
水
準
の
臨
床
研
究
や

難
病
等
の
医
師
主
導
治
験
、
市
販
後

臨
床
研
究
等
の
中
心
的
役
割
を
担
う

「
臨
床
研
究
中
核
病
院
」
の
整
備
を

目
的
と
し
て
お
り
、
岡
山
大
学
病
院

を
含
め
、
国
内
10
機
関
が
選
定
さ
れ

て
い
る
。

岡
山
大
学
病
院
は
、
今
後
５
年

間
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
を
受
け
、

「
臨
床
研
究
中
核
病
院
」
と
し
て
小

児
・
稀
少
疾
患
難
病
等
疾
患
別
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。
医
師
主
導
治

験
で
な
け
れ
ば
実
施
困
難
な
研
究

支
援
や
国
際
水
準
（ICH

-GCP

水

準
）
の
臨
床
研
究
に
お
い
て
中
心
的

役
割
を
担
う
。
具
体
的
に
は
、
中
・

四
国
地
方
に
お
け
る
基
幹
病
院
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
中
央
西
日
本
臨

床
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
を
活
用

し
、
２
０
０
床
以
上
の
病
院
83
施
設

（
３
３
，
０
０
０
ベ
ッ
ド
以
上
）
で

大
規
模
な
臨
床
研
究
や
治
験
を
迅
速

に
実
施
。
薬
事
開
発
の
規
制
当
局
と

の
高
度
な
連
携
や
、
薬
事
承
認
を
目

指
し
た
研
究
を
行
う
人
材
の
育
成
、

日
本
発
の
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
早

期
実
用
、
日
本
国
内
で
の
医
療
産
業

化
の
加
速
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
岡
山
大
学
病
院
は
①
日
本
最
大

級
の
臨
床
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

基
盤
強
化
（
メ
ガ
ホ
ス
ピ
タ
ル
化
）、

②
臨
床
研
究
支
援
人
材
の
育
成
拠
点

整
備
、
③
臨
床
研
究
を
国
際
水
準
で

実
施
す
る
体
制
整
備
、
④
産
業
化
の

促
進
・
社
会
へ
の
還
元
と
い
う
４
つ

の
課
題
を
設
け
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

岡
山
大
学
地
球
物
質
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
（
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
）

の
中
村
栄
三
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
３
月
18
日
、
ロ
シ
ア
南
部
チ
ェ

リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
に
２
月
15
日
に
落

下
し
た
隕
石
の
分
析
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
隕

石
は
直
径
０
・
５
〜
３
セ
ン
チ
の
計

19
個
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ロ
シ
ア
人
研

究
員
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ル
大

学
と
ソ
ボ
レ
フ
地
質
鉱
物
学
研
究
所

に
働
き
か
け
、
共
同
研
究
を
行
う
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
の
解
析
は
既
に
始

ま
っ
て
お
り
、
電
子
線
や
エ
ッ
ク
ス

線
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
、
レ
ー
ザ
ー
等

を
用
い
て
隕
石
の
組
織
や
鉱
物
の
組

成
を
、
ま
た
質
量
分
析
計
を
使
い
酸

素
同
位
体
組
成
を
調
査
し
た
結
果
、

隕
石
の
分
類
と
と
も
に
地
球
に
落
下

す
る
ま
で
の
出
来
事
（
イ
ベ
ン
ト
）

が
複
数
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
各
出
来
事
の
年
代
測

定
や
状
態
の
解
析
な
ど
さ
ら
に
詳
細

な
解
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
が
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星

イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
の
分
析
実
績
が

あ
る
。
今
回
も
最
先
端
の
分
析
装
置

を
結
集
し
た
「
地
球
惑
星
物
質
総
合

解
析
シ
ス
テ
ム
（
C
A
S
T
E
M
）」

を
使
用
し
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
期
待
が
か
か
る
。

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
は
５
月
23
日
、
鹿
田
遺
跡

で
奈
良
時
代
末
（
８
世
紀
後
半
）
の

井
戸
か
ら
、
猿
が
馬
を
ひ
く
「
猿さ
る

駒こ
ま

曳ひ
き

」
と
「
牛
」
が
描
か
れ
た
国
内
最

古
の
絵
馬
が
出
土
し
た
と
発
表
し
た
。

猿
駒
曳
の
絵
馬
は
23
㎝
×
12
㎝
の

長
方
形
。
馬
は
左
向
き
に
頭
か
ら
尻

尾
ま
で
体
の
ラ
イ
ン
が
な
め
ら
か
に

描
か
れ
、
く
ら
や
あ
ぶ
み
な
ど
が
装

着
さ
れ
て
い
る
。
馬
の
手
綱
を
ひ
く

猿
は
背
中
が
丸
く
、
小
さ
な
姿
で
描

か
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
猿
は
馬
を

守
る
動
物
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
猿

駒
曳
を
描
い
た
現
存
最
古
の
例
は
13

世
紀
末
の
戯
画
だ
っ
た
。
絵
馬
の
出

土
は
国
内
初
で
、
今
回
の
発
見
で
猿

と
馬
の
関
係
が
奈
良
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
牛
の

絵
馬
は
21
・
５
㎝
×
12
・
３
㎝
の
長

方
形
。
ひ
づ
め
な
ど
細
部
に
わ
た
る

体
の
特
徴
や
飾
り
帯
が
描
か
れ
て
い

る
。
牛
の
絵
馬
は
国
内
で
ほ
か
に
３

点
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
古
。

絵
馬
は
古
く
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

神
社
な
ど
に
奉
納
さ
れ
、
平
安
時
代

の
絵
巻
に
も
登
場
す
る
が
、
今
回
出

土
し
た
絵
馬
か
ら
奈
良
時
代
の
人
々

の
願
い
や
信
仰
、
習
俗
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ロシア落下隕石の分析開始！
地球物質科学研究センター

「猿駒曳」「牛」国内最古の絵馬出土
鹿田遺跡で奈良時代（8世紀後半）井戸跡から出土

▲出土した猿駒曳の絵馬（上）
と復元図（下）

▲出土した牛の絵馬（上）
と復元図（下）

岡
山
大
学
病
院
で
診
療
の
中
核
と

な
る
新
た
な
総
合
診
療
棟
が
完
成
し
、

５
月
７
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

総
合
診
療
棟
は
中
央
診
療
棟
と
入

院
棟
の
間
に
新
営
さ
れ
、
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
5
階
建
て
で
延
べ
約

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
１
階
に
が
ん

や
心
臓
・
血
管
な
ど
の
病
気
を
画
像

に
抽
出
し
、
病
変
を
確
認
し
な
が
ら

治
療
を
行
うIV

R

セ
ン
タ
ー
、３
、４

階
に
血
管
造
影
装
置
を
併
設
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
１
室
と
高
度
先

進
医
療
を
担
う
最
新
設
備
を
備
え
た

手
術
室
を
計
20
室
配
置
。
岡
山
大
学

病
院
の
平
成
23
年
度
手
術
件
数
は

８
，
６
４
２
件
で
、
既
に
国
立
大
学

病
院
の
中
で
も
全
国
５
位
と
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
総
合
診
療
棟
の
完
成
を
機

に
年
間
１
万
件
の
達
成
を
目
指
す
。

竣
工
記
念
式
典
に
は
文
部
科
学
省

大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
の
長
坂

潤
一
技
術
参
事
官
や
県
内
外
の
医
療

関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。
森

田
潔
学
長
が
「
日
本
で
最
高
の
医
療

を
提
供
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
槇

野
博
史
病
院
長
が
「
岡
山
大
学
病
院

の
理
念
を
具
体
化
し
、
高
度
で
安
全
・

安
心
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
」
と

力
を
込
め
た
。

臓
器
移
植
や
小
児
心
臓
外
科
、
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
な
ど
の
高
度
先
進
医
療

の
推
進
、
遺
伝
子
細
胞
治
療
な
ど
の

先
端
的
治
療
の
開
発
に
お
い
て
全
国

で
最
も
進
ん
だ
施
設
で
あ
る
岡
山
大

学
病
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
高
度
で
安

全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
。

■課題  
①  日本最大級の臨床研究コンソーシアムの
基盤強化（メガホスピタル化）

②  臨床研究支援人材の育成拠点整備 
③ 臨床研究を国際水準で実施する体制整備
④ 産業化の促進・社会への還元
■アクションプラン  
① 運営事務局の機能強化 
② マルチ PI 型ネットワークによる活性化 
③ ARO 機能による研究シーズの探索 
④ 人事評価制度の構築 
⑤ 横断的人材育成 
⑥ レギュラトリーサイエンスコースの開設 
⑦ 薬事承認を目指す医師・支援者育成 
⑧ 薬事承認申請に向けた体制整備 
⑨ データマネージメントシステム充実化 
⑩ コンソーシアム内の審査体制の整備 
⑪ 医師によるモニタリング体制の充実化 
⑫ 企業連携担当、薬事戦略担当の配置 
⑬  ARO としてリスクマネジメントプランへ
積極的参加と協力

持ち込まれたロシア落下隕石▲

岡山大学病院に
総合診療棟が完成
手術件数年間１万件を目指す


